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問題と目的

方法
調査対象者

成人23名が実験に参加したが，データに不備のなかった18名（男性6名，女性12名）

を分析対象とした→平均年齢＝45.50歳（SD＝12.23）

※データは，Fukui et al. (2019), Nakagawa et al. (2019), 中川他（2019），Oura et al. (2019)，大浦他（2019）と重複

尺度
多次元共感性尺度（鈴木・木野, 2008）

→想像性，視点取得，個人的苦痛，共感的配慮，被影響性※

※被影響性は素質的な要素であるため，本研究では除外した

タッピングタッチ（TT）とは
・ゆっくり，やさしく，ていねいに左右交互にタッチ

することを基本としたホリスティック（統合的な）
ケアの技法（中川, 2017）

→質問紙を用いた調査では，TTをするのみ（ケア群） or 受けるのみ

（被ケア群）でも，ペアで行う場合とほぼ同等の効果（福井, 2016）

TTは，心理・身体だけでなく対人関係にも好影響を示す
↓

背景に共感性の高まり
↓

自記式尺度（Fukui et al., 2017）および
実験的方法（Fukui et al, 2018）で肯定的変化を確認

実験の流れ

質問紙 #1※1

唾液採取 #1※2

分析（対応のないt検定）
要因

TTの実施順序→ケア先行 vs 被ケア先行
従属変数

MESの各下位尺度の変化量→#2－#１
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そこで Pre Postp = .103, d =.55

p = .971, d =.01

結果

目的
・TT実施時の共感性の主観的側面の変化量を
ケア先行群と被ケア先行群で比較した

Fukui et al.（2019）

質問紙 #2※1

唾液採取 #2※2

相互にタッピングタッチを実施※3

※1 本研究には用いていない尺度も含まれていた
※2 オキシトシンの定量のために採取したが，

本研究ではこのデータは用いなかった
※3 TTの役割を交代する時に，唾液採取を行った

TTは，開発者である第三著者がメインで指導し，
TT協会の認定インストラクターである第一，二著者が
サポートした

Figure 1 TTの実施順序による唾液中オキシトシン量の変化の違い

Figure 2 TTの実施順序による共感性の主観的側面の変化量の違い

ケア先行群

被ケア先行群

ケア先行群の方が被ケア先行群よりも
想像性と共感的配慮の変化量が大きかった

注 有意差は見られなかったものの，効果量（d）は中程度以上※であった
※水本他（2008）参考

ケア先行群における唾液中オキシトシン
量の増加の背景に，共感性の向上がある
可能性が示唆された

結論
合計30分

背景にある生理的メカニズム解明の
ためにオキシトシン量の変化を測定

ケア先行群の方が共感性の変化量も大きい？

応答的所産 並行的所産

自己指向的 想像性 個人的苦痛

他者指向的 視点取得 共感的配慮

Table 1 MESの各下位尺度の位置づけ

認知面
情動面

被影響性

鈴木・木野（2008）を改変

主観的側面

客観的側面

情動的共感認知的共感

自己指向

他者指向

考察
ケア先行群において

自己指向の認知的共感である想像性と
他者指向の情動的共感である共感的配慮の
変化量が大きいこと分かった

・自記式尺度による検討（Fukui et al., 2017)において，
有意ではないがTT後に想像性が促進

・実験的方法による検討（Fukui et al., 2018)においても，
TT後に情動的共感（特にネガティブ感情に対する） が促進

共感性が促進していたのは，実はケア先行群のみであった？

しかしながら，オキシトシン分泌の個人差が大きいため，
追試が必要
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p = .731, d = .167
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TTを先に提供してから受けた群（ケア先行群）の方が，
逆の順序で実施した群（被ケア先行群）よりも唾液中オキシトシンが増加
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